
六
道
回
申
芦
周
二
十
一
回
第
三
福
司
自
身
個
物
鑓
司
(
舗
月
一
圃
-
司
週
骨
u

f子署R 日恒ー F司 F、昼15---" ト・ヲF日 E陪

禁

瞳

載

品

田

川

雄

自

国

文

主
E

曽
耳

地
方
税
と
し
て
の
住
居
積
・
・
'
・
:
・
:
法
撃
博
士
紳
戸
正
雄

費
金
需
要
供
給
の
金
融
緩
慢
話
迫
開
問
中
立
性
;
岬
浅
草
博
士
小
島
昌
太
郎

士
苛

A
岡

E
u
-
-
=目

革
新
原
理
と
し
て
の
「
民
有
闘
用
」
に
就
い
て
・
:
:
経
済
事
博
士
石
川
興
二

日
印
貿
易
の
再
検
討
-
・
:
-
・
・
:
経
済
第
一
昨
土
谷
口
吉
彦
一
一

間

町

内

九

フ
ィ
ヒ
テ
に
於
け
る
閤
民
の
一
胴
枇
:
:
:
・
経
済
畑
中
士
出

講

演

一
時
一
日
経
済
観
と
政
策
親
の
嬰
化
に
就
て

円

勇

戒

法
準
博
士
河
田
嗣
郎

新土 Jレド
着地|イ
外問テ、7
園 題 yレ商
経 との業
情 産商航
雑刷業業空語
誌 組及の
主 合利新日
要録 子展苑
言問 [/，而開
題;

縄経経法

草吉長
博中平

士士士士

八津吉

木崎川

芝堅貫
lI;tJ 造二



フ
イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
同
氏
の
一
渦
祉

第
四
十
三
巻

第
二
時
恥

占，、

j
4
4
n
M可

{

J

 

思引っ-m 

V丹ず

.:1t.. 

フ
ィ

に
於
け
る
園
民
)
一
口
困
止

一レ一而
m
a
H

τr 
l
i

一iM吋
針
涌
紫
岡
山
ぷ
」
の

丹

監
l

i

γ刷
ωr

向
笠
J

出

勇

蔵

口

で
緒

冨

ド
イ
ツ
唯
心
論
者
の
祉
合
同
思
想
念
特
徴
づ
け
て
、

カ
ン
ト
を
市
民
主
義
、

シ
ェ

y
ン
グ
・

へ

l
グ

Y
を
会
瞳
主

義
乃
至
岡
家
主
義
(
尤
も
へ
I

ゲ
ル
を
全
健
主
義
と
の
み
解
す
る
の
は
、
彼
の
全
貌
を
抱
え
た
も
の
で
は
な
い
が
)
、
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、

y

ヒ
ィ
ア
の
そ
れ
は
岡
民
主
義
と
一
再
ひ
う
る
で
あ
ら
'
h
o

ア
イ
ヒ
テ
の
思
想
念
ア
イ
ヅ
L
V

ヤ

l
に
従
っ
て
コ
一
期
に
分

つ
時
彼
の
岡
民
主
義
的
思
想
は
特
に
第
三
期
に
於
で
顛
著
で
あ
る
が
、
第
二
期
に
属
寸
る
『
封
鎖
商
業
闘
家
』
に
於

て
も
之
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来

3
0
本
書
に
劃
す
る
解
稗
は
甚
だ
多
様
で
あ
っ
て
、
祉
合
同
主
義
・
無
政
府
主
義
・
杢
睡

ヒ
大
王
の
理
想
の
複
製
な
り
と
き
れ
る
の
で
あ
る
抗
、
之
等
の
内
後
の
三
者
は
第
一

主
義
・
持
又
フ

9
1
ド
9
ッ

期
及
び
第
三
期
の
思
想
を
何
れ
も
曲
解
し
て
本
書
に
押
し
つ
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
第
二
期
の
思
想
と
し
て
見
る

フイヒテの園民主義一般に就では、南原繁、フィヒテ 1"'於げる同民主義の理
論(貫教授還暦杭賀論文集昭和九年)参照。
第一期(I790-す4)，第二期(r794市9)，第三期 (18orト 1111:"VgL， .K.~~ü.c!~eT. 
Ficht出 Leb四.W"rke nnd Leh re (G田chichte d. Isenm Pl】ilosophieBd. 6). 
Der gechlossne Handelsstaat. Ein 'philosophischel' E:n.b:¥'llrf als Anhang zur 
Rech tslehre. u. Probe einer kunftiぇ zuliefernden l'olitik.， (lI8oo)こ"1二Rechts

2) 

3) 



時
、
第
一
の
理
解
の
妥
営
な
る
こ
と
を
思
ふ
、
そ
し
て
こ
冶
に
岡
民
主
義
的
思
想
を
窺
ひ
う
る
と
な
す
の
が
我
や

の
立
場
で
あ
る
。
現
今
ナ
チ
ス
の
理
論
家
ば
、
全
盟
主
義
と
解
す
る
立
場
に
組
し
て
、

の
先
晒
者
た
ら
し
め
ん
と
つ
と
む
る
も
の
〉
如
〈
で
あ
る
仇
、
之
は
プ
ィ
ヒ
テ
の
異
意
を
遼
.
ざ
か
る
こ
と
甚
だ
し

t
、
我
々
は
之
に
就
て
明
確
に
批
判
す
る
こ
F

と
を
要
求
せ
ら
れ
る
。
極
め
て
簡
潔
で
は
め
る
が
、
岡
家
改
造
へ
の

熱
烈
な
る
貸
践
的
意
圃
よ
り
出
で
、
一
五
び
う
べ
く
ん
ぱ
貫
践
皐
の
十
八
世
紀
的
形
態
を
一
不
す
本
書
に
於
て
論
ぜ
ら

7

f

ヒ
テ
ヤ
}
彼
一
等
の
理
論

れ
る
と
こ
ろ
は
、
理
性
闘
家
(
理
想
闘
衆
)
仁
於
け
る
粧
掛
組
織
(
第
一

g
'
現
貰
の
岡
家
に
於
け
る
頼
済
組
織
(
第
二

5
0
及
び
後
者
よ
り
前
者
に
去
る
ぺ
手
政
策
(
第
三
編
)
で
あ
る
。

認
に
我
々
は
、
困
民
の
幅
一
川

(
p
t
o
E
Z
。E
2

さ
と
な
る
キ
舎
の

-F
心
概
念

r乳
t
P
7
、

、

a
J
j
{
i
'
l
:
。

]

l

{

)

1

・

A
i
l
i
、，

d
b
T
必
mwふ
9
z
a
H
u
p
i￥』

;λ
刈
ペ
J
-

ペ

ノ

f
〈
一
一

p

-

4

H
川

)
l
j
(
:

、，〆
-
4二

R
1
手
1
ヨ
ム
ヨ
少

1
3
〉

4

ノ
"
、

o

t
d
y
r
υ

准
摂
望
号
を
閣
〆
b
j
i
l
i
L

二
、
第
一
編
1

l
理
性
圃
家
に
於
け
る
園
民
の
幅
一
耽

理
性
岡
家
に
於
け
る
圃
民
の
幅
一
蹴
を
述
べ
る
に
賞
っ
て
、
我
ム
干
は
理
性
闘
家
と
は
何
ぞ
や
に
就
で
理
解
を
得
て

お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
最
初
人
聞
は
同
一
の
活
動
範
園
に
相
寄
て
生
活
し
、
互
び
に
向
己
の
築
養
と
享
受
と
を
求
め
、

互
ひ
に
邪
魔
し
破
壊
し
会
ふ
。
人
聞
が
自
由
で
な
く
、
法
の
概
念
が
存
在
せ
r
d

る
こ
の
争
闘
を
免
れ
る
唯
一
の
手

段
は
、
人
聞
が
相
互
に
契
約
し
、
互
ひ
に
自
己
に
の
み
麗
し
他
人
に
所
属
し
な
い
一
つ
の
構
利
、
卸
ち
排
他
的
権

利
を
得
、
財
産
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
岡
家
色
又
個
人
の
契
約
よ
り
成
立
す
る
。
「
不
特
定
数
の
人

問
4

伊
ニ
の
封
鎖
さ
れ
た
る
金
曜
に
、

一
の
会
瞳
性
に
結
合
す
る
も
の
は
岡
家
の
み
で
あ
る
。
:
:
:
従
っ
て
岡
家
に

フ
イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
岡
氏
の
一
一
服
祉

第
四
十
三
巻

第

務

七
n. 

ニ
二
七

r
d
G
d

ミ一

lehre 1:云ふは、 Grundlagedes N atum:ch ts etcο796)を指す。本書を第二期
の思想として、この Rechtslehre及び D.sSystem d S，ttenlehre etc. (I798) 
との聯闘に於て解するの正常なる所~~()叉本書に於て図民主義~見ることの
妥常性は、第三期に嵐する Rechsl'ehTe(!812) に於て、本書の内容が~複せ
られてゐることによって詮明せられる。フイヒテは、本書を彼のけ)estesl1nd 
durchgedachtestes werkと呼ぴ、岡時代者の本書を理解すること鈴hに少き



7
イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
岡
氏
の
踊
祉

第
四
十
三
容

二
二
八

第

盟主

七
穴

法
律
上
有
数
な
る
財
産
樺
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
。
」
か
く
て
理
性
園
家
の
本
分

グ
ス
"
戸
イ
-
一
ゲ

は
「
各
人
に
初
め
て
彼
の
も
の
を
輿
へ
、
彼
に
初
め
て
財
産
権
を
奥
へ
、

よ
っ
て
の
み
初
め
て
、

初
め
て
そ
の
肢
態
の
保
護
を
な
す
」
こ

正
に
存
す
る
。

、
、
、

こ
、
に
財
産
樺
と
は
y
ィ

ヒ
テ
に
従
へ
ば
「
物
へ
の
構
利
」
で
は
な
く
、
「
行
動
へ
の
排
他
的
機
利
」

「
個
人
の
自
由
な
る
行
動
の
排
他
的
権
利
」
で
あ
っ
て
、

ιり
e
b

。

導
き
出
さ
れ
石
も
の
で

前
者
は
後
者
よ
h
ノ
初
め
て
生
じ
、

耐
し
て
こ
の
怠
味
℃
の
財
産
権
一
炉
本
舎
の
基
慨
を
な
す
と
き
れ
る
。

h
m

、h
市、

初
て
る
一
て
自
由
だ
る
人
間

ω一
桁
斜
の
目
的
は
伸
一
き
う
お
と
一
目
ふ
こ
ど
で
あ
ト
，
、

i
l
f
E
Lニ

-
t
f
、
j

d
さ
と
-
目
制
相
官
r
ト
撃
[
1
B
P
F

は
皆
平
等
な
法
的
要
求
を
持
つ
。
し
か
し
人
間
の
力
炉
無
限
に
増
加
す
る
か
、

し
な
い
な
ら
ば
、
人
聞
は
踊
枇
を
自
然
か
ら
期
待
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
我
ι
f

は
そ
れ
を
勢
働
に
よ
っ
て
獲
得
し

、
、
、
、
、
、
、
、

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
「
内
的
・
本
質
的
な
る
幅
一
世
は
、
人
聞
が
最
も
困
難
で
な
い
・
持
績
的
で
な
い
・
勢
働
を
以

で
、
人
間
的
享
受
を
つ
く
る
こ
I
U
」
で
あ
り
、
こ
の
一
珊
一
肱
を
闘
民
の
す
べ
て
に
保
謹
す
る
こ
と
が
理
性
岡
家
の
本

又
は
自
然
が
突
然
に
慶
化
す
る
か

分
で
あ
り
、
分
配
の
要
諦
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
内
的
・
本
質
的
な
る
一
崎
一
枇
は
如
何
な
る
経
済
組
織
に
於

て
貫
現
す
名
で
あ
ら
う
か
。
岡
民
が
金
曜
と
し
て
こ
れ
を
得
る
た
め
に
は
か
事
が
必
要
で
あ
り
、
闘
民
は
分
業
に

よ
っ
て
の
み
可
能
な
る
一
咽
一
耽
を
高
め
る
樺
利
を
持
ち
、
園
家
は
分
業
を
設
け
る
義
務
ey持
令
。
分
業
は
階
級
叉
は

職
業

2
5仏
)
に
よ
っ
て
建
げ
ら
れ
る
叫
ア
イ
ヒ
ア
は
此
に
凹
つ
の
も
の
を
数
へ
る
。
↓
生
産
者
階
級

2
E己
己
-

P
邑
5
2
2
)
に
技
術
家
階
級

3
5
2
E己主
2
a
E
2
E
2
5
c
日
商
人
階
級

2
5
2
p
z
p
z庁内

佃
官
吏
・
教
職
・
枇
師
・
軍
人
の
階
級
(
え
F
E
-
-
n
Z
F
P
B
R
)
。
前
三
者
が
闘
民
の
基
本
的

c
p
 
関
白
E
『

B
伊
ロ
ロ
印
凶

g=ι)

』立、 Beweis，wit: wenig die Philo~ophie gegeceIl;e Verha.ltnisse beurthei1 en~ im 
Prattischen sick四 rechtfindenkonneな b~云つナー 1 調ふ。 (F.chtes gesa皿田t.
¥1¥'. Bd III XXXVIII)o 4)、5) 本稿末尾の註重量照。
Der geschlossne Handelsstaat， 111， SS.400--4oJ (4-5)ー一前者は全集版の巻鍛
及び頁敵。括弧内は5ふM.版の頁厳。以下関断。筒、 philo回 'phi8Çh~ Bibliolhek. 
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階
級
で
ゐ
る
か
ら
.
今
こ
れ
の
み
に
就
て
考
へ
や
う
。
各
階
級
は
階
級
と
し
て
勢
働
の
排
他
的
構
利
を
持
ち
、
相

互
に
消
極
的
及
び
積
極
的
契
約
を
結
ぷ
。
消
極
的
契
約
と
は
、
相
互
に
他
の
樺
利
子
-
侵
さ
な
い
契
約
、
積
極
的
契

約
と
は
各
階
級
が
「
同
様
に
快
的
に
生
活
し
う
る
標
準
に
従
っ
て
」
、
生
産
物
・
加
工
品
を
迭
り
、
之
を
商
人
の
手
ぞ

以
て
、
「
一
定
の
基
本
債
格
」
を
以
て
交
換
す
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
一
交
換
を
プ
イ
ヒ
テ
は
公
的
交
換
(
仏
日
『

相
互
契
約
は
叉
各
階
級
内
部
の
下
級
階
級
内
に
於
て
も
結
ば
れ
る
、
第

。
矛
三
一
一
円
宮
〈
巾
『
「
岳
『
)
と
名
づ
け
る
。

二
階
級
に
於
げ
る
ツ
シ
フ
ト
、
第
三
階
級
に
於
げ
る
ギ

Y
ド
ド
之
で
あ
る
o
次
に
第
一
階
級
は
岡
家
の
基
本
的
地
位

に
立
つ
、
「
生
産
物
獲
得
は
岡
家
の
基
礎
、
す
ぺ

C
也
の
も
の
が
そ
れ
に
従
っ
て
立
て
ら
れ
る
最
高
の
標
準
だ
」
か

1

3

7

l

3

 

P
C
H
t
J
T
J
4
r
m
 

政
じ
光
づ
生
産
者
階
級

2
非
生
産
階
純
ー
の
駄
の
割
合
ぞ
土
地
の
氏
攻
、
農
業
収
措
に
よ
〉
規
定
す

る
こ
と
が
要
求
せ
ら
れ
、

次
に
叉
同
様
に
第
二
・
第
三
階
級
に
就
て
も
敷
の
制
限
が
な
さ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

hr
〈
の
如
〈
に
し
て
各
階
級
の
生
産
は
困
家
の
統
制
の
下
に
行
は
れ
る
。
こ
の
際
岡
家
は
公
的
交
換
に
も
た
ら

、

、

‘

.

、

、

、

、

さ
れ
る
商
品
の
債
格
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
我
々
は
こ
〉
に
フ
イ
ヒ
ア
の
債
値
論
を
概
説
す
る
こ
と
が
要
求
せ

ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
人
間
の
極
構
活
動
の
目
的
は
、
「
生
活
の
可
能
と
便
宜
」
の
獲
得
に
あ
る
。
故
に
極
構
活
動
の

債
値
は
、
人
聞
が
比
較
的
平
等
に
得
べ
き
生
活
必
要
口
聞
と
便
宜
口
叩
左
の
債
値
に
等
し
い
、
と
プ
ィ
ヒ
ア
ば
云
ふ
。

生
活
必
要
口
叩
及
び
便
宜
口
叩
を
彼
は
生
活
必
要
品
中
最
も
必
要
な
る
皐
な
る
祭
養
手
段
印
ち
。
ρ

ン、

る
穀
物
に
還
元
す
る
。
而
し
て
債
値
白
瞳
を
持
つ
穀
物
の
「
内
的
債
値
」
・
債
値
の
賓
瞳
を
、
そ
れ
に
よ
っ
て
栄

養
が
保
た
れ
る
時
間
叉
は
致
用
に
求
め
ム
。
か
〈
て
公
的
交
換
に
も
た
ら
さ
れ
る
商
品
が
法
律
上
持
つ
べ
き
基
本

バ
ン
の
原
料
た

フ
寸
ヒ
テ
に
於
付
る
圃
民
の
酒
一
肱

第
四
十
三
巻

:iL 

第

按

七
七

!!!' SS. 40[-:-402， (5-6)・SS.440-442 (4~; -S2). 
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る字よ 97ィヒテの理想園家は身分闘家 (Standestaat)であると云ふ。 (Spann，
Ci l:~ op. .s. 4.2， Bl'"un-ne7，'-c rt.~õp~'S・ 20 S日 49)が之は誤bである。何主なれば
フfヒテは 1796のRechtslehreに於ては Klasseなる文字を用ひ、又[793の
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第
二
披

債
格
は
、
各
階
級
が
彼
の
勢
働
に
よ
っ
て
互
ひ
に
生
活
出
来
る
債
値
と
し
て
規
定
せ
ら
れ
る
。

園
内
生
産
と
交
換
と
の
均
衡
は
、
上
越
の
分
業
と
基
本
債
格
と
に
よ
っ
て
確
保
せ
ら
れ
、
岡
家
は
之
に
望
む
に

法
律
と
強
制
と
を
以
て
す
る
。
而
し
て
闘
家
は
更
に
失
の
四
つ
の
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
い
若

し
法
律
と
統
制
の
下
に
服
せ
ぬ
何
人
か
ず
間
内
に
存
在
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
均
衡
は
保
た
れ
な
い
。
故
に
「
外
岡

7

イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
園
民
の
紹
祉

第
四
十

z-
容

O 

七
A 

不
可
加
と
お
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ο
一
郎
ち
慢
性
闘
家
は
そ
れ
が
法

益
川
知
一
「
封
鎖
商
業
闘
家
』
で
め
£
。
骨
折
し
も
外
闘
貿
易
い
か
必
要
な
名
場

合
に
は
岡
家
自
ら
が
之
に
嘗
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
市
民
に
許
さ
る
べ
き
で
な
い
。
二
第
四
階
級
印
ち
官
支
が
必
要

彼
等
に
は
職
務
の
等
債
物
が
奥
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
租
枕
の
基
本
概
念
で
あ
る
。
租
税
額
は
官
吏

人
と
の
す
べ
て
の
交
通
伎
、

ほ
民
に
禁
止
サ
ら
れ
、

f
-
t
h
)
1
1
1
1
:
3
)
}
一

7
、

相

2
伽

λ
t
u一
ト
忘
託
銀
川
町
陣
議

E
d
る
拍
仰
い

で
あ
り
、

の
致
と
生
活
程
度
と
に
依
存
し
て
、
之
は
「
公
的
踊
枇
の
破
壊
」
で
は
あ
る
が
、
「
す
べ
て
の
人
に
平
等
に
か
〉
る

で
あ
っ
て
、
之
に
よ
っ
て
上
述
の
均
衡
は
破
ら
る
べ
き
で
な
い
。
三
極
梼
生
活
の
基
礎
で
あ
り
、
他

異
の
負
嬉
」

階
級
の
生
活
が
之
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
原
始
産
業
の
牧
獲
の
不
確
貫
性
に
劃
し
て
、

園
家
は
抽
出
め
過
剰
額
を
準
・

備
す
る
の
方
策
を
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
過
剰
額
に
逓
減
・
逓
増
の
傾
向
ド
あ
る
な
ら
ば
、

の
比
率
を
襲
更
し
て
園
民
の
繭
祉
を
維
持
・
義
展
せ
し
り
る
こ
と
を
要
す
る
。
回
以
上
、

生
産
者
掛
非
生
産
者

均
衡
は
交
換
の
媒
介
物

や
-
捨
象
し
て
考
察
さ
れ
た
。

そ
こ
で
人
或
ひ
は
若
し
貨
幣
が
介
入
す
れ
ば
、

こ
の
均
衡
が
破
れ
る
で
は
な
い
か
、

何
故
な
ら
貨
懲
債
値
は
極
度
に
可
組
理
的
で
あ
る
か
ら
と
云
ふ
か
も
知
れ
な
い
。

之
に
謝
す
る
ア
イ

ヒ
テ
の
解
答
は

次
の
如
く
で
あ
る
。

成
程
、

閣
内
の
使
用
便
値
は
、

枇
獲
と
共
に
増
加
し
次
の
牧
獲
時
ま
で
に
減
少
す
る
、

故

Si ttenleh heにあっては、こ冶に云ふものを職業主して、夫耕・親子io示す
Standと匝，811してゐる。 (Vgl.Nalurrecht ~ '2 D. nr .S.....23.'配 υasSystem 
d. Sitte;，;ehre ~ 26 1V S. 327)こ、に云ふ Stnndは]献業又は階級でめって
封建的身分ではなぃ。之ナチ来的曲解のーである。
Il1 SS・403-40O-(8-1')- 9) 111目 408('3). 
1II SS. 4[5-417 (2[-23). ll) 直ちに列明寸志様に、慣値E債格Eが
8) 
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「
す
べ
て
の
債
値
の
纏
繭
的
な
・
減
少
せ
や
・
増
加
も
せ
。
さ
る
・
代
表
物
、
偵
値
の
表
徴
」
の
存
在
は
必
要
で
あ
る
。

だ
が
債
値
表
徴
は
「
そ
れ
自
身
と
し
て
は
使
用
債
値
を
有
せ
中
、
少
い
内
的
債
値
を
持
て
ば
持
つ
程
、
車
な
る
表
徴

と
し
て
は
好
適
で
あ
る
。
」
こ
の
貨
幣
は
、
岡
家
意
志
に
よ
っ
て
の
み
債
値
表
徴
と
な
る
、
従
っ
て
こ
の
貨
幣
は
封

鎖
岡
内
で
の
み
山
疏
通
す
る
、
之
を
ブ
イ
ヒ
ア
は
闘
内
貨
幣

(
U
E
m叩
mmE)
と
呼
ぶ
。
こ
の
も
の
に
』
っ
て
、
均
衡

は
破
壊
さ
れ
や
に
公
的
公
換
は
闘
滑
に
替
ま
れ
る
で
あ
ら
う
。

只
岡
山
水
の
注
意
す
べ
き
は
、
岡
内
貨
幣
の
偶
遺
伝
』

防
止
し
、
商
品
量
と
貨
幣
最
と
の
調
節
を
な
す
べ
き
こ
と
等
で
あ
る
叫

圃
-
、
宮
岡
町
『
冨
岡

z
a
B剛
山

uq
申

同
軍
事
屯
、
，
周
囲
国
毘
圃
圃
守
、
‘
，
，
3
同
国

E
、
〉
吉
田
L
L

耳
目
劃
川
町
国
同
調
む
動
f
M
J
e
E
F
E
U町
一
間
澗

以
上
闘
民
の
一
澗
一
耐
の
本
質
及
び
之
や
宜
現
す
べ
き
鰹
捕
抑
制
度
を
理
性
岡
家
に
於
て
見
た
ア
イ
ヒ
テ
は
、
分
析
を

現
貨
の
岡
家
及
び
そ
の
諸
闘
係
に
向
け
る
。
現
賓
の
ヨ
!
ロ
ツ
バ
の
世
界
は
数
個
の
大
商
業
岡
家
と
見
な
さ
れ
う

る
。
近
代
岡
家
は
束
縛
な
き
個
人
が
法
律
の
統
一
の
下
に
集
合
し
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
数
個
の

偉
大
な
・
束
縛
さ
れ
る
こ
と
少
き
・
人
間
群
の
分
裂
と
分
割
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
故
に
個
b
の
岡
家
は
「
分
裂

せ
ら
れ
た
、
そ
の
延
長
か
ら
云
へ
ば
大
部
分
偶
然
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
た
以
前
の
本
土
曜
の
部
分
で
あ
4
E
o
」
こ
の

分
離
は
現
在
ま
で
に
未
だ
完
了
し
て
・
ゐ
令
、
我
，
苧
の
概
念
や
制
度
に
奮
制
度
の
場
枠
が
見
ら
れ
、
経
漕
組
織
に
於

て
も
前
代
の
『
商
業
組
織
』
の
根
本
的
特
徴
が
現
代
ま
で
艦
績
し
、
そ
の
限
り
に
於
て
ヨ

1
ロ
ヅ
圃
ρ

金
曜
が
『
商
業

枇
曾
』
で
あ
る
。
故
に
現
貨
の
岡
家
に
於
げ
る
闘
民
の
踊
枇
及
び
経
済
制
度
は
、
こ
の
奮
制
度
を
認
識
す
る
こ
と
郎

7

イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
凶
氏
の
瓶
一
枇

第

披

f二
:Jt. 

第
四
十
三
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フ
イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
岡
氏
の
調
融

第
四
十
三
巻

/、

O 

一
一一
第

5露

ぢ
現
賓
の
闘
家
の
諾
閥
係
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
。
我
冷
は
之
を
次
の
三
賄
に
要
約
し
ゃ
う
。

」
先
づ
現
賓
の
園
家
に
於
け
る
個
人
相
互
の
闘
係
を
見
る
。
桐
人
は
自
己
の
生
産
物
を
無
制
限
に
市
場
に
も
た

ら
し
、
市
場
で
は
ア
イ
ヒ
テ
炉
世
界
貨
幣
(
垣
島
内
内
E
)
と
名
づ
け
る
金
属
貨
幣

!
i大
商
業
圏
家
の
す
べ
て
の

S
L
[
;
-

A

羽軒

t
E
4
u

，
4
』，
m
H
J
M

一
闘
よ
り
他
闘
に
無
制
限
に
流
通
す
る
交
換
手
段

l
i
M妥
品
回
国
す
る
。
そ
の

旬

、

、

、

、

、

、

、

、

つ
同
日
聞
の
債
格
が
白
か
ら
つ

t
ら
れ
る
」
か
ら
、
極
め
て
可
礎
的
T
あ
る
o

岡
内
は
交
換
の
無
政
府
状
態

個
人
の
富
は
世
界
貨
幣
の
所
有
額
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
。

部
分
に
於
て
同

の
債
依
を
持
ち
、

と
な
り
、

個
人
は
世
界
貨
需
の
治
求
・
獲
特
に
利
己
心

を
殺
捧
し
、
そ
こ
に
販
責
者
と
購
買
者
と
の
争
闘
が
起
り
、

こ
れ
は
人
口
増
大
・
技
術
の
進
歩
・
懲
望
の
多
様
化
と

共
に
盆
々
危
険
と
な
り
、
「
要
之
、
何
人
に
も
保
誼
が
輿
へ
ら
れ
子
、
人
は
互
ひ
に
自
由
と
な
り
相
互
に
滅
ぼ
さ

れ
ん
こ
と
を
欲
す
る
o
」
二
現
貰
の
岡
家
と
個
人
と
の
聞
係
を
見
る
な
ら
ば
、
政
府
が
市
民
よ
り
租
税
全
徴
牧
す
る

こ
と
な
く
園
出
家
の
費
用
を
直
轄
地
よ
り
支
排
す
る
聞
は
、
政
府
自
身
が
濁
立
の
成
員
で
あ
る
が
、
政
府
が
租
税
を

市
民
よ
り
世
界
貨
併
で
取
立
て
る
な
ら
ば
、
事
情
は
複
雑
と
な
る
3

こ
の
時
、
園
家
と
闘
民
と
の
関
係
は
、
「
佃
人

は
個
有
の
概
念
に
於
て
は
相
互
に
分
離
さ
れ
て
お
り
、
共
同
的
関
心

(mmgm一g
n
r
p
F
Z間
同
=
斥
月
間
。
)
を
持
た
な

い
が
、
政
府
の
概
念
に
於
て
は
租
税
納
入
の
市
民
は
唯
一
の
圏
韓
宝
口
町
一
=
弘
明
岡
山
む
『
官
『
)
に
結
合
せ
ら
れ
、
そ
の

一
踊
一
祉
に
艶
し
て
政
府
は
闘
心
す
る
」
と
云
ふ
に
輯
す
る
。
こ
〉
に
至
っ
て
「
初
め
て
固
民
の
宮
或
ぴ
は
財
産
を
持
つ

園
民
の
概
念
が
一
つ
の
意
味
を
持
つ
」
炉
、
そ
の
富
は
世
界
貨
幣
の
形
態
に
於
け
る
富
に
外
な
ら
ぬ
。

こ
、
〉
に
は

政
府
は
圃
民
が
納
h
u

ベ
き
世
界
貨
幣
従
っ
て
園
民
の
有
す
る
世
界
貨
幣
の
故
に
の
み
岡
氏
の
幅
一
祉
に
闘
心
す
る
に

3) フィヒテは、後年の Recbtslebreに於て、金属貨勢li商品と貨幣との Halb
heit tごと云ふ(I(echtslehre 18 I:' herausgeget埠nvon I-lans 5chu!z. 5. 89)目
111 5: 452 (63) 
!!! ~S. 457':'458 (58-70)・
III s. 460 (71. 72)・
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)
)
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過
ぎ
や
、
闘
民
の
一
澗
一
蹴
が
白
己
目
的
で
は
な
く
、
政
府
の
利
盆
の
手
段
と
し
て
の
み
顧
慮
せ
ら
れ
る
、
従
っ
て
闘

民
相
互
の
聞
の
高
人
の
高
人
に
卦
す
る
争
闘
の
結
果
、
彼
等
の
聞
に
如
何
に
貧
富
の
差
が
生
じ
、
生
活
に
脅
か
さ

そ
の
こ
と
自
瞳
は
閥
心
せ
ら
れ
な
い
。

ア

ン

ン

ユ

セ

山

ト

て
、
岡
家
は
市
民
の
財
産
を
法
律
に
よ
っ
て
保
持
す
る
施
設
な
り
と
さ
れ
、
闘
家
の
深
き
任
務
は
看
過
さ
れ

、
、
、
、
、
、
、

t
d

る
を
え
な
ハ
バ
。
一
司
か
冶
る
岡
氏
の
一
澗
祉
は
如
何
な
る
準
路
ぞ
取
っ
て
進
な
か
、
之
は
園
家
相
互
の
闘
係
診
見
る

F

，，，、、

こ
k
ド
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
市
民
が
互
ひ
に
他
を
犠
牲
ド
し

τ富
む
に
等
し
く
.
間
際
聞
係
に
於
て
色
宮
め
る
岡

家
は
彼
の
内
的
幅
一
枇
公
「
躍
+
貧
同
化
す
る
外
岡
人
の
犠
牲
に
於
て
高
め
る
O
L

貧
困
に
於
て
は
年
や
岡
宮
は
減
少

れ
る
岡
氏
が
生
じ
ゃ
う
と
も
、

こ
の
現
貨
の
事
態
は
、

国
家
論
に
反
映
し

/
、
ず
〈

c
f指
:
叩
y
b
!
も
)
人
F
'
J
1
7
4
/
:
y
L
一平

tor-v
、

J

e

干
山

HU7
と

!
E
U
を
J
F
t
R
心
H
1
7
q
t
t
E
7
t

商
品
化
は
詑
に
は
岡
氏
自
'
ル
到
に
も
及
び
、

z
z
t
 

H
匹

d
H舟
い
恥

自
己
の
濁
立
性
全
買
っ
て
他
闘
の
一
地
方
と
な
す
に
至
る
。

1

1
ー
か
〉
る
三
つ
の
闘
係
の
下
に
於
て
岡
家
が
自
己

の
濁
立
性
と
富
裕
と
の
急
め
に
取
っ
た
殆
ん

E
同
一
の
政
策
が
重
商
主
義
で
あ
る
。

プ
ィ
ヒ
ア
は
重
商
主
義
を
次
の
二
勤
よ
り
批
剣
す
る
。
先
づ
此
の
政
策
に
よ
っ
て
岡
家
は
所
期
の
目
的
を
遣
し

た
か
?
此
の
攻
策
の
結
果
は
、
岡
家
聞
に
す
ぺ
て
の
闘
家
が
領
土
の
限
界
故
に
さ
も
な
く
と
も
持
っ
て
ゐ
る
融
調

的
傾
向
の
外
に
、
商
業
利
益
に
慕
〈
「
普
遍
的
な
秘
か
な
商
業
戦
争
」
を
惹
起
す
る
。
「
相
等
ふ
商
業
利
盆
は
、
戟

零
の

|

i人
は
そ
れ
に
他
の
口
貫
を
奥
へ
る
が
|
|
異
の
原
因
で
あ
る
こ
と
が
屡
冷
で
あ
か
。
」
而
し
て
貧
聞
は
勿

論
富
園
と
蜂
も
、
戦
争
・
外
岡
の
濁
立
・
の
脅
戚
の
た
め
に
岡
宮
を
失
ひ
、
赴
〈
と
こ
ろ
は
一
様
に
園
力
の
衰
退
で

め
る
。
即
ち
園
家
は
そ
の
目
的
を
到
達
し
え
な
い
。
次
に
重
商
主
義
は
呆
し
て
合
目
的
的
で
あ
っ
た
か
?
之
も
否

一一一一一一一一

フ
イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
同
氏
の
稿
祉

第
四
十
=
一
巻

第
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フ
イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
岡
氏
の
瓶
一
肱

第

披

i¥. 

第
四
十
三
巻

匹i

定
的
に
答
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
者
問
家
の
目
的
は
先
越
の
如
く
闘
民
の
異
の
繭
祉
を
確
保
す
べ
き
こ
と
で
あ

り
、
「
囲
内
の
平
和
の
維
持
が
必
然
的
に
政
府
の
第
一
の
目
的
で
あ
り
、
針
外
へ
の
闘
力
批
旗
揚
に
常
に
先
行
せ
ね
ば

は
ら
ぬ
、
何
者
後
者
は
前
者
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
か
ら
。
」
却
ち
現
買
の
岡
家
に
於
て
は
岡
民
の
幅
一
般
は
賓
現
さ

れ
十
、
間
家
が
岡
内
の
平
和
維
持
よ
り
も
劃
外
的
圃
戚
稜
揚
の
た
め
に
取
る
重
商
主
義
政
策
亦
「
そ
の
歌
す
る
と
こ

か
へ
っ
て
新
し
い
災
厄
に
導
〈
C
L
於
政
現
買
の
岡
家
諸
関
係
が
任
定
ぜ
ら
れ
、
代
ふ
る
に

ろ
の
も
の
を
製
げ
守
、

理
性
岡
山
亦
の
そ
れ
等
を
勝
家
寸
ベ
き
賞
践
酎
説
題
が
A-
じ、

そ
れ
へ
mw
一
方
策
が
追
求
き
れ
ね
ば
な
ら
ね
。

目
、
第
三
編
|
|
政

策

論

現
貫
の
岡
家
よ
り
理
性
岡
家
に
至
る
べ
き
貫
践
的
課
題
に
プ
ィ
ヒ
テ
は
端
的
に
答
へ
て
、
「
闘
家
が
何
よ

h
も
外

固
と
の
商
業
を
全
く
封
鎖
し
、
一
の
分
離
し
に
商
業
圏
家
を
構
成
す
る
こ
と
だ
」
と
云
ふ
o

之
は
政
治
皐
の
劃
象

で
あ
り
、
同
時
に
本
書
の
課
題
で
あ
る
。
而
し
て
彼
は
闘
家
を
封
鎖
す
る
に
三
方
策
を
数
へ
る
。
一
世
界
貨
幣
を

岡
家
山
手
に
耽
め
て
、
代
り
に
岡
内
貨
幣
金
流
通
せ
し
む
る
こ
と
。
二
外
園
貿
易
が
必
要
な
ら
ば
圃
家
自
ら
替
む

こ
と
。
三
岡
家
が
自
然
的
境
界
(
コ
即
時
三
一

nrcENm)
を
持
つ
こ
と
。

l
l以
下
之
等
を
説
明
す
る
で
あ
ら
一
う
。

↑
「
市
民
の
手
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
世
界
貨
解
剖
ち
金
銀
が
流
通
外
に
置
か
れ
、
新
囲
内
貨
幣
帥
ち
園
内
に

の
み
而

6
排
他
的
に
妥
嘗
す
る
で
あ
ら
う
も
の
と
換
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
目
」
政
府
は
前
以
て
市
民
に
知
ら
す
こ
と

な
く
、
闘
内
の
金
銀
を
強
制
的
に
集
め
、
代
り
に
園
内
貨
幣
を
輿
ふ
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
際
し
て
政
府
は
何
等

III 55. 469. 470 (82) 
III S. 476 (90)・
IIIS・484(100) 2) 



k

，
、
，
、
、
，
、
、
.
、
、
、
、
、
、
，
、
、
、
.
‘
.
、
、
，
.
、
.
、
、
、
、
，
、
，
、
，
k

，
、
.
、
、
、
.
、

禁
止
・
罰
則
を
要
せ
争
、
「
一
瞬
間
の
中
に
す
べ
て
の
金
銀
が
民
衆
に
劃
し
て
新
聞
内
貨
幣
の
交
換
の
外
に
は
何
ら

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、

他
の
目
的
に
用
ひ
ら
れ
る
こ
と
な
〈
、
新
岡
内
貨
幣
が
彼
等
の
生
活
に
・
ど
っ
て
不
可
棋
と
な
る
様
に
、
容
易
な
・
極

め
て
自
然
的
な
・
準
備
を
要
す
る
H
7
-

け
で
あ
ら
う
。
」

一
J

政
府
は
上
に
牧
め
た
世
界
貨
幣
を
以
て
外
闘
貿
易
を
行
ム
引
而
も
政
府
の
立
闘
す
る
と
こ
ろ
は
、

後
に
は
外
岡
貿
易
を
可
及
的
に
無
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
〉
に
従
来
外
岡
貿
易
に
よ
っ
て
生
活
し
つ
〉
あ
る
闘

一
定
期
以

闘
民
の
掴
一
枇
仁
障
害
を
京
市
す
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
嘗
然
生
中
ペ
き
で
あ
ヲ
也
、

車
レ
市
民
の
以
前
の
白
山
な
る
構
利
の
樺
捕
崎
享
受
の
要
求
は
合
法
的
で
あ
る
か
ら
。
之
に
劃
し
て
ア
イ

、
町
、
、
、
官
、

吋
引
の
刷
拘
策
rMl-

阿
川
立
す
る
。
先
づ
工
業
生
産
物
に
枕
て
一
五
へ
ば
、
若
し
原
料
の
存
在
ド
前
慌
お
れ
石
川
ら
ぱ
、

民
が
、

生
活
の
道
を
断
た
れ
、

ヒ
ア
は

各
岡
で

す
べ
て
可
能
な
色
の
が
製
造
さ
れ
ぬ
理
由
、
製
造
へ
の
機
械
的
技
術
を
我
も
の
と
な
し
得
な
い
程
に
無
智
で
あ
る

理
由
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
若
し
外
岡
に
は
あ
っ
て
白
岡
に
製
造
し
得
な
い
技
術
が
め
る
な
ら
ば
、
政
府
は
外
岡
の
力

と
補
助
手
段
と
を
借
り
又
は
買
ひ
、
如
何
な
る
債
格
を
文
排
つ
で
も
外
岡
か
ら
「
貫
践
科
皐
の
偉
大
な
る
頭
脳
・
後

明
を
な
す
化
皐
者
・
物
理
皐
者
・
機
械
皐
者
・
技
術
家
・
及
び
製
造
業
者
を
招
か
ね
ば
な
ら
十
」
、
之
に
政
府
は
手
中
の

世
界
貨
幣
を
嘗
つ
べ
〈
、
市
民
の
要
求
は
か
く
し
て
満
た
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
次
に
原
始
生
産
紗
に
就
て
云
へ
ば
、

そ
れ
ら
の
中
に
は
戎
る
気
候
に
於
て
は
有
利
に
生
産
せ
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
忍
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
、
に
が
か

〉
る
生
産
物
も
若
し
多
少
の
勢
働
と
費
用
と
を
惜
ま
な
い
な
ら
ば
、
生
産
さ
れ
る
で
あ
ら
う
い
、
叉
少
〈
と
も
そ

、
、
、

の
代
用
品
は
生
産
せ
ら
れ
や
う
。
「
殆
ん
ど
す
べ
て
の
気
候
は
、
す
べ
て
の
外
岡
生
産
物
に
劃
す
る
個
有
の
代
用
品

ア
イ
ヒ

T
に
於
げ
る
園
民
の
一
服
離

第
四
十
三
巻
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フ
イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
園
民
の
一
服
祉

第

量定

i¥. 
同

を
持
つ
。

第
凶
十
三
巻

た
Y
最
初
の
耕
作
一
か
崎
労
働
を
報
ひ
な
い

f
け
の
こ
と
で
め
る
。
」
而
し
て
若
し
自
園
内
に
生
産
さ
れ
宇
、

六

か
b

る
商
品
は
除
々
に
流
通
界
か
ら
退
け
ら
る
べ
く
、
市
民
に
抽
出
め
指
令

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
功
を
見
る
で
あ
ら
う
。

、y

、、

一
二
最
後
に
岡
家
は
世
界
か
ら
封
鎖
す
る
に
際
し
て
他
の
園
家
に
劃
し
て
要
求
を
持
つ
。
岡
家
は
そ
の
時
、
闘
家

/
S

，、
、
明
、
、
、
、
、

の
白
然
的
一
境
界
伝
獲
得
そ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
川
山
ふ
ド
地
球
表
而
上
の
成
部
分
は
そ
の
住
民
}
と
共
に
政
治
的
令
惜

pe構

成
寸
ぺ
く
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
山
中
。
自
然
の
此
の
恒
開
示
は
政
拍
回
目
?
で
岡
家
の
自
然
的
競
罫

t
帯
す
る
も
の
で
あ
る
。

叉
製
造
さ
れ
ぬ
商
品
が
め
る
な
ら
ば
、

之
は
単
に
軍
備
的
に
の
み
要
求
さ
れ
る
の
み
で
な
〈
、

よ
り
多
〈
「
生
産
的
濁
立
性
と
自
己
充
足
性
」

Q
B
E
E
5

切
内
与
え
問

g
z
m
S
E
r
-
C
に
注
意
し
て
云
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
て
現
買
の
闘
家
は
前
述

、
、
、
、
、
、
、

の
如
く
官
目
的
な
偶
然
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
理
桂
岡
家
に
到
達
す
る
に
め
に
は
自
然
が
規
定
し
た

自
然
的
境
界
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
時
戟
一
等
が
起
る
だ
ら
う
と
人
は
云
ふ
か
も
知
れ
な
い
。
事
賞
戦
争
に
枕

て
溜
息

ee
っ
く
こ
と
は
従
来
哲
墜
者
の
特
樺
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
戦
争
は
現
貫
の
岡
家
が
自
然
的
境
界
以

∞凸
]σ
凶
円
山
口
仏

-mrmx
ロ
ロ
仏

上
又
は
以
下
を
領
有
し
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
る
の
で
め
っ
て
、
之
を
正
し
く
有
す
る
岡
家
に
は
戟
辱
の
起
る

筈
は
な
い
。
若
し
自
然
的
境
界
を
獲
得
す
る
に
際
し
て
戟
守
が
起
る
と
し
て
も
、
之
は
事
物
の
現
肢
に
於
て
は
不

可
避
的
な
の
で
あ
っ
て
、
戦
思
ず
を
防
止
し
永
遠
の
卒
和
を
求
む
る
た
め
に
こ
そ
起
る
と
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
同
時

に
現
買
に
自
然
的
損
界
以
上
を
領
有
す
る
闘
家
は
自
己
を
制
限
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
植
民
地
問
題
は
こ
h

に
闘
聯
す

る。

フ
イ
ヒ
テ
に
従
へ
ば
、
植
民
地
征
服
は
奴
隷
責
買
と
共
に
ヨ
]
官
ツ
バ
各
圃
が
他
の
世
界
部
分
よ

h
共
団
に

rIt s. ∞(川). 10) III S. 479 (93). 
河川・注・山脈等を指す。 之フランス革命に際しC"Dantonがフランzω
froniiere' natû;èll~ に就て云へることよ b 来るのでめちうと云はれる。 Vgl.
V. X~~vier L岳on，Fjchte d 回 ntemps tome 2. rerp川 he.p. "5 
自然的境界は理性的にのみ企画|し得るものである‘'司ー今日「宮源理論J1:
云はれるものは、自然的境界の経済的側面であるこ kに註意すべきでゐ品。
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奪
堂
川

A
L
;ょ
E
B
j
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晶
畿
郵
溢
糠
精
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多
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集
め
得
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き
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搾
取
し
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
植
民
地
領
有
白
睡
が
理
性
圃
家
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
三
方
策
に
劃
す
忍
準
備
を
し
た
上
で
園
家
が
白
ら
を
封
鎖
す
れ
ば
、
現
賓
の
岡
家
は
理
性
園
家
と
な
与
で

あ
ら
う
。
我
ιv
は
す
べ
て
の
闘
家
が
封
鎖
し
た
と
仮
定
し
、
そ
こ
に
於
け
石
園
氏
の
一
澗
粧
を
考
へ
や
う
。
闘
民
は

外
国
貿
易
を
替
な
こ
と
は
不
可
能
で
め
る
が
、
岡
家
の
規
定
す
ヲ
Q

F

と
こ
ろ
に
従
っ
て
囲
内
貨
幣
を
以
て
交
換
を
管

み
、
園
家
よ
り
「
彼
の
も
の
」
が
保
護
せ
ら
れ
る
。
貿
易
が
不
可
換
な
る
商
品
(
フ
イ
ヒ
テ
は
フ
ラ
ン
ス
の
葡
萄
酒
を
翠
げ
る
)

に
就
て
は
岡
轡
貿
易
が
行
は
れ
る
が
、
之
は
現
賓
の
貿
易
の
如
〈
に
利
潤
獲
得
を
目
的
と
せ
や
、
「
債
値
の
組
卦
的

平
等
」
に
於
で
行
ば
れ
る
。

官
吏
は
現
在
よ
り
品
よ
り
少
数
含
以
で
足
る
で
あ
ら
う
、

何
者
同
家
行
政
友
♂
す
ベ

「
同
歩
訪
3
W恥

IL--、

F

活
」
可
ノ
島
悼
〆
む

K
7
4
z
J
J
J
c
i

人
げ
が
秩
序
“
人
主
悼
の
顧
慮
を
以
一
て
確
院
に
る
計
J

一
一
同
一
に
従
っ
て
、

仕
事
ド
携
一
に
と
ζ

と
ド
依

存
し
て
ゐ
る
色
の
で
あ
る
か
ら
。
叉
岡
家
聞
に
戟
守
を
見
る
筈
は
な
い
か
ら
、
常
備
軍
は
闘
内
の
平
和
と
秩
序
と

の
た
め
必
要
な
だ
け
に
限
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
租
税
は
軽
減
せ
ら
れ
る
か
ら
、
政
府
と
市
民
と
の
闘
係
は

極
め
て
喜
ぷ
ベ
〈
、

犯
罪
色
誠
少
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。

岡
家
の
封
鎖
は
早
け
れ
ば
早

そ
れ
の
み
で
は
な
い
、

い
だ
け
そ
れ

rけ
そ
の
園
家
に
多
く
利
益
す
る
、

最
初
に
封
鎖
す
る
岡
家
は
金
銀
を
・
容
易
に
、

も
、
金
銀
の
量
は
次
第
に
減
退
す
る
を
以
て
封
鎖
の
後
れ
た
る
園
は
封
鎖
に
伴
ふ
費
用
を
耕
一
や
る
に
不
足
を
来
す

で
あ
ら
う
か
ら
。
最
後
に
か
通
る
園
家
に
於
て
は
高
度
の
圃
民
科
皐

(
Z邑
OE--巾
}
】
「
巾
)
及
び
特
徴
あ
る
岡
民
性
が

フ
ィ
ヒ
テ
は
各
国
民
が
そ
れ
守
れ
の
差
異
に
基
づ
く
制
限
を
越
え
て
端
的
に
人
類
に
属
す
る

生
A
r
4
0
で
あ
ら
う
。

の
は
哲
皐
で
あ
り
、
哲
撃
が
人
類
を
相
互
に
聯
闘
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
。
従
っ
て
世
界
貨
幣
を
要
す
る
外

フ
イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
圃
民
の
詔
一
肱

第
四
十
コ
一
巻

七

第

放

八
五

J3) 

14) 
'5) 



フ
イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
圃
民
の
踊
艦

第
四
十
三
谷

八、

第

就

八
占
ハ

園
競
行
を
な
す
べ
き
も
の
は
患
者
及
び
技
術
家
で
め
っ
て
、
そ
の
他
の
園
民
が
好
奇
心
よ
り
之
を
な
す
は
同
家
の

禁
宇
ぺ
き
と
こ
ろ
で
あ
る

2
3
れ
る
。

以
上
が
ア
イ
ヒ
ア
の
賀
践
的
方
策
及
び
そ
れ
よ
り
生
や
べ
一
美
子
可
能
な
る
結
果
で
め
る
。

五
、
理
解
ベ
と
批
判

主
』
ぜ
ま
比
七
同
九
件
応

J
:
:
F
-
3
3
7
イ

ヰ
づ
ノ

p
k
r
k

一
柑
引
S
R
B
l
J
j
t〈

-
t
J

八、

l
j
J
L
4
1
〕
玉
a
L
L
'

・

)
f
t
、
)
戸

ILEI--h珂
少
、

よ
ノ

l
-
E
f
J咽
R
b
u
一
則
前

t
z、
C
4
F
司
J
A
C
4
F刷
出
山
間
到

U
F
R
e
t

そ
れ

の
表
現
と
し
て
持
つ
隆
史
的
批
合
的
貫
在
と
照
会
し
て
、
ぞ
れ
が
我
々
に
封
し
て
印
ち
現
在
の
世
舎
と
そ
れ
い
艶

し
で
表
は
る
べ
き
・
貨
践
理
論
と
に
劃
し
て
、
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
、
卸
ち
そ
の
鰹
・
史
性
を
、
指
摘
す
る
こ

、、

と
に
よ
っ
て
、
理
解
と
同
時
に
批
判
と
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

十
八
世
紀
末
の
ド
イ
ツ
|
|
そ
れ
は
未
だ
封
建
制
度
の
外
皮
の
下
に
め
り
、
小
邦
分
立
し
て
各
自
重
商
主
義
政

策
に
徐
念
が
な
か
っ
た
。
と
同
時
に
封
建
制
度
内
部
の
矛
盾
は
ま
す
ま
す
激
化
し
て
世
舎
費
草
の
徴
は
各
庭
に
現

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
事
寅
と
そ
の
指
導
理
念
と
は
識
者
の
驚

惇
と
深
い
注
意
と
を
惹
か
十
に
は
ゐ
な
か
っ
た
。
特
に
青
年
の
聞
に
は
草
命
は
深
く
同
情
せ
ら
れ
、
自
由
・
平
等
の

は
れ
て
ゐ
た
・
と
云
ふ
一
般
的
情
勢
に
掲
て
h

加
へ
て
、

枇
合
同
思
想
は
彼
等
の
胸
裡
に
深
〈
喰
入
っ
た
の
で
め
る
。
更
に
経
済
摩
設
と
し
て
は
重
農
主
義
及
び
ス
ミ
ス
が
紹

介
せ
ら
れ
、
重
商
主
義
に
封
す
る
批
判
は
、
進
歩
的
な
る
人
々
か
ら
強
〈
行
は
れ
て
ゐ
た
。
と
共
に
カ
シ
ト
が
劃

期
的
な
理
想
主
義
的
哲
皐
砂
一
後
表
し
つ
〉
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
而
し
て
ア
イ
ヒ
テ
は
寒
村
の
貧
家
よ
り
出
で
、

111 ss. 504-509 (IZI-127). s. 5'3 (130) 16) 



f払
妙
高
h
Z
W
C
A

こ
の
事
買
と
思
潮
と
を
噂
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
劃
す
る
輿
論
の
是
正
を
志
し
、

カ
ン
ト
の
賞
践
理
性
を
兎
に

藤
被
展
せ
し
め
て
彼
の
『
智
識
墜
』
を
築
き
つ
冶
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
之
'
乞
プ
ロ
イ
セ
ン
に
就
て
見
ゃ
う
。
枇
曾
情

勢

は

皇

帝

(

フ

リ

1γ
リ
ヴ
ヒ
三
世
)

を
し
て
、
屡
'q
重
商
主
義
的
政
策
を
器
使
へ
る
に
自
由
主
義
的
政
策
を
以
で
ぜ
ん

と
思
ひ
立
た
し
め
、
而
色
奮
支
配
的
勢
力
の
重
暦
は
之
会
徒
勢
に
帰
せ
し
め
て
ゐ
て
、
政
治
の
恨
本
政
策
の
決
定

を
困
難
な
ら
し
め
て
ゐ
た
。
而
し
て
自
由
主
義
の
同
情
者
で
あ
っ
て
、
自
己
の
所
有
地
に
於
て
は
之
を
賞
施
し
て

民
衆
の
好
評
を
博
し
た
が
、
岡
家
的
に
之
を
強
行
す
る
の
気
力
を
敏
き
、
結
局
一
日
和
見
主
義
者
た
ら
ぎ
る
を
得
な

、

』

「

)

/

唱

団

'z

'力

J
T
、L
B
-

〉

み

t

-

J

Z

 

I
P
-

ン
ゼ

l

一
七
九
一
年
の
こ

E
で
あ
一
つ

〕
4

f
f
z
 '、、》_. 

U
門
門
口
町
口
山
内
仇
)

4

ド
h
v三
日
川
1
J
J
d
m叫
ご
中
山
、
円
、

η
J
φ
」明、

1
5
4
L
R
'
l
J
M
L
7
6
1
 

k
d
プ
が
無
一
脚
論
論
争
の
十
い
め
一
ド
イ
品

而
し
て
フ
イ

ー
ナ
大
患
与
酢
し
ト
ド
身
を
、

首
都
ベ

wyy
ン

T
落
着
〈
を

得
だ
の
は
一
七
九
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
翌
年
彼
は
『
封
鎖
商
業
岡
家
』
を
宰
相
シ
品

ト

Y
品

ン
ゼ
!
に
献
じ

て
公
け
に
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
う
に
薦
め
ら
れ
る
政
策
が
政
府
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
こ
と
を
望
ん
だ

E
は
云
へ
、
而
ち
こ
の
直
ち
に
行
は
れ
難
き
を
漁
期
し
て
、
「
こ
の
企
闘
が
皐
蹴
の
習
作
・
漸
次
竣
展
す
べ
き
抽
閥
系

の
一
鏡
と
し
て
、
現
貴
世
界
に
盛
る
だ
ら
う
こ
と
」
に
安
ん
じ
、
「
こ
の
企
圃
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の

人
に
こ
の
劃
象
に
閲
し
て
よ
り
深
〈
反
省
し
、
恐
ら
〈
は
有
致
・
趨
切
な
接
見
に
達
す
る
機
舎
だ
け
を
輿
ふ
べ
き
こ

ン
ゼ
ー
へ
の
戯
僻
営
格
へ
る
に
営
っ
て
自
己
の
目
的
を
限
定
し
て
ゐ
ふ
o

そ
し

と
に
満
足
す
る
」
と
、
し
Y

A

ト
市
ノ
ユ

て
事
賞
こ
の
著
書
に
劃
し
で
は
、

L』
Y
4
4
h
J
、

二
三
の
・
フ
ィ
ヒ
テ
の
意
闘
を
理
解
す
る
と
と
少
き
・
批
判
が
公
け
に
さ
れ
た
に

シ
ゼ

1
6亦
、
彼
に
謝
瞳
の
書
簡
を
寄
せ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
M

乍
併
フ
イ
ヒ
ア
の
後

シ
ュ
ト
ηノ
ユ

フ
イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
同
氏
の
一
一
滴
一
肱

第
四
十
=
一
巻

九

第
二
放

八、

七
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フ
イ
ヒ
テ
じ
於
り
る
園
長
の
瓶
一
世

第
四
十
三
巻

四
O 

第

披

i¥. 
A 

世
へ
の
期
待
に
我
冷
は
背
い
て
は
な
ら
ぬ
「
偲
令
こ
h

に
展
開
さ
る
h

開
論
が
貫
践
的
理
論
と
し
抽
象
的
で
あ
ち
、

本
書
の
批
判
が
つ
妄
想
」
と
評
し
た
こ
と
は
酷
に
過
ぐ
る
と
し
て
も
、

ヲ
ト
ピ
!
な
る
こ
と
の
指
摘
は
容
易
で
あ
る

と
は
云
へ
、
|
|
而
し
て
こ
れ
も
亦
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
|
|
る
の
た
め
に
蕊
に
見
ら
れ
る
・
現
在
に
於
て
、
成

ひ
は
現
在
に
於
て
こ
そ
最
も
生
b
し
く
我
b
を
楠
~
る
・
岡
氏
の
踊
一
枇
と
ぞ
の
究
現
に
闘
す
る
貸
践
率
的
態
度
を

見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
我
ι
干
の
奥
へ
ら
る
べ
き
課
題
は
、
被
の
理
想
主
義
的
態
度
と
貫
蜂
へ
の
情
熱
と
に
鞭
に

れ
て
J
剛
志
そ
こ
日
型
漁
乃
由
設
均
を
刊
日
ノ

E
見
直
且
内
里
ι岡

E
支
り
叫
旦
室
長
二
ト
/
、

hFr
〕
翌
ι

旧
:
/

j
z
t
(
1
4
2
i
;
1
1
E
V

一
J
f
t王
室

ME--匝
〈
』

l
一
一
耳
一
』
イ
「

7

1

3
バ
じ

E
百
l
D
同

ν
ホ
Y
ン
す
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

先
づ
園
民
の
幅
一
枇
の
理
念
に
就
て
、
我
々
は
そ
の
普
遍
的
意
味
に
於
て
は
そ
の
ま
冶
受
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
本

書
に
解
か
れ
る
理
想
は
よ
り
具
躍
的
に
一
八
一
一
一
年
の
「
法
律
皐
」
に
表
は
れ
、
そ
こ
で
は
閏
民
の
幅
一
肱
は
努
働
に

よ
っ
て
生
活
す
る
こ
と
よ
り
進
ん
で
、
自
由
の
内
容
た
る
べ
き
「
飴
暇
」
に
よ
り
力
結
が
置
か
れ
て
ゐ
る
仇
、
我
冷
は

こ
冶
に
極
構
墨
a

を
貫
践
民
平
た
ら
し
む
る
園
民
的
生
命
の
隼
長
後
展
を
園
る
理
念
ぞ
認
識
す
る
(
我
々
に
こ
、
に
ア
イ
ヒ
テ

の
園
長
概
念
を
明
白
に
語
ふ
り
え
な
か
っ
た
。
そ
の
詳
細
は
後
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
ね
占

-
次
に
理
想
岡
家
の
軽
油
開
組
織
に
就
て
、
人
は
ア

ラ
ン
ス
草
命
に
際
し
て
表
は
れ
た
吐
曾
主
義
思
想
特
に
バ
プ

1
7
2
与
2
『
)
の
そ
れ
に
酷
似
せ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
だ
が
注
意
す
べ
き
は
、

バ
プ

1
7
の
思
想
が
快
饗
主
義
的
で
あ
る
に
劃
し
て
、

る
倫
現
墜
に
裏
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
出
第
三
に
時
の
現
貫
的
園
家
及
び
重
商
主
義
批
判
と
し
て
之
を
見

フ
ィ
ヒ
テ
の
そ
れ
が
凌
烈
な

4
0
時
、
そ
の
簡
に
し
で
要
を
待
た
る
は
驚
異
的
で
あ
る
と
云
ム
ベ
〈
、
本
書
の
中
最
も
現
実
的
J

た
と
許
し
う
る
。

治意したL、。
Vgl:-Rachtsle!n"e 1812. SS目 53-55・
フィヒテの圃民概念を明かにすることは、「園民(D瓶耐:Jの意義をよち明瞭に
するF斤以である。
Leon， Clt.Op. pp. 101-116， G. Schmoller， ]. G. Fil[:hte，Eine Studie aus de皿
Gebiete derEthilミ undder Nationalokonomie (Jahrbl:!cher f. Nationalokonomie 

5) 
6) 

7) 



彼
は
重
商
主
義
的
岡
家
に
於
て
は
岡
氏
の
一
隅
枇
は
、
個
人
と
個
人
と
の
、

、
、
、
、
、
、
.
、

と
し
て
の
外
的
結
合
に
よ
っ
て
官
目
的
・
偶
然
的
に
遂
げ
ら
れ
、

又
政
府
と
個
人
と
の
世
界
貨
幣
を
媒
介

個
人
は
他
人
を
犠
牲
と
し
て
富
み
、

岡
家
も
亦

他
闘
を
犠
牲
と
し
て
強
大
と
な
り
、
困
民
の
幅
一
枇
は
只
富
岡
強
兵
の
手
段
た
る
に
過
ぎ
ゴ
る
こ
と
を
4

認
識
し
、
現

貨
の
岡
家
聞
に
於
け
る
戦
争
の
必
然
性

l
l近
代
的
市
民
枇
命
日
岡
家
に
根
源
的
に
伏
在
し
て
、
後
に
帝
園
主
義
的

世
界
戟
争
に
於
て
最
も
明
瞭
に
自
己
を
顕
現
す
る
と
こ
ろ
の
ー
ー
ー
を
強
調
し
た
。
而
し
て
こ
の
戟
争
の
必
然
性
の

根
源
を
彼
は
世
界
貨
幣
の
中
に
見
に
、
放
に
彼
の
静
一
世
午
現
論
の
根
本
的
契
機
は
世
界
貨
幣
で
あ
っ
亡
の
で
あ
る
。

こ
の
理
解
ほ
同
時
に
我
今
に
次
の
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
一
こ
〉
に
薦
め
ら
れ
る
政
策
は
可
能
で
あ
ら
う
か
?

一
一
こ
の
政
策
は
則
一
九
州
的
仁
川
例
な
♂
立
談
合
持
つ
で
ゐ
る
か
?
刑
し
て
此
島
i
孜
府
の
批
判
刊
の
泊
炉
開
け
る
で
あ

ら
う
。
一
日
比
の
政
策
の
可
能
性

l
l世
界
貨
幣
を
強
制
的
に
政
府
の
手
に
収
め
、
代
り
に
園
内
貨
幣
を
流
通
せ
し

な
る
こ
と
が
、
彼
の
珂
想
岡
家
た
る
契
約
岡
家
に
於
て
可
能
で
あ
ら
う
か
?
現
宜
の
岡
家
に
於
て
は
貧
富
の
差
異

は
佃
人
が
所
有
す
る
世
界
貨
幣
類
に
よ
っ
て
表
現
せ
ら
れ
、
官
め
る
人
に
取
っ
て
は
項
貨
の
経
済
制
度
が
彼
の
利

益
な
の
で
あ
る
。
而
し
て
彼
等
の
契
約
に
よ
っ
て
生
や
る
左
さ
れ
る
園
家
は
、
彼
等
の
利
益
を
植
保
・
食
長
せ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
彼
等
の
利
盆
を
無
視
し
て
直
ち
に
こ
の
政
策
を
断
行
す
る
は
不
可
能
で
あ
ら
う
。

y
ィ
ヒ

3

プ
も
亦
如
何
な
る
闘
家
も
こ
の
政
策
を
察
れ
ぬ
で
あ
ら
う
理
由
雪
深
見
し
て
献
鮮
に
於
て
云
ふ
。

「
こ
の
欲
せ
ぎ
る
こ
と
の
明
瞭
に
若
し
く
は
不
明
瞭
仁
考
へ
ら
れ
た
根
援
は
攻
の
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
。
聞
も
欧
洲
が
他
の
世
界
部
分
に
関
し
て

大
な
る
利
盆
を
持
ち
、
後
者
の
カ
と
生
産
物
と
の
多
〈
を
彼
の
力
左
昼
産
物
と
の
等
債
物
な

t
し
て
引
寄
せ
て
ゐ
る
こ
と
、
欧
洲
各
国
は
他
の
猷
洲

各
固
と
の
閥
係
に
於
て
貿
易
尻
が
如
何
に
不
利
盆
で
み
ら
う
と
も
、
他
の
世
田
庁
の
こ

ω
共
同
的
捲
取
か
ら
何
等
か
の
利
金
を
得
て
ゐ
、
貿
易
尻
を
彼

フ
イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
園
長
の
頑
雌

第

披

)1... 
丸

第
四
十
三
巻

四
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フ
イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
剛
氏
の
一
拍
祉

第
四
十
三
巻

第

披

IJL1 

九
O 

の
利
盆
に
と
改
一
艮
し
ヨ
り
大
な
る
利
盆
を
得
ん
と
す
る
器
望
を
捨
て
守
、
大
敵
洲
商
業
祉
曾
よ

h
退
場
す
れ
ば
勿
論
そ
れ
ら
全
部
ぞ
断
念
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
と
一
E
ム
こ

k
之
で
あ

b
ま
す
。
こ
の
欲
せ
き
る
根
擦
を
止
め
る
た
め
に
は
、
法
と
正
義
と
に
基
か
自
・
欧
洲
人
と
他
の
世
界
と
の
閥
係
の
如

き
・
閥
係
が
鍾
捕
摘
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
と
一
五
ふ
こ
と
が
一
市
さ
れ
心
ば
な
ら
ぬ
で
あ
h
ま
せ
う
・
だ
カ
た
と
へ
こ
の
誼
明
が
な

3
れ
だ
後
で
も
、

人
山
岡
山
崎
ひ
は
一
五
ふ
や
も
知
れ
ま
せ
ん
。
「
・
少
く
と
も
現
在
ま
で
は
こ
の
調
布
母
同
日
…
討
す
可
植
民
噛
切
服
従
・
奴
隷
皆
目
黒
は
、
命
噛
惜
し
て
ゐ

S
o
而

し
て
戎
々
は
こ
れ
ら
全
て
が
止
ま
る
こ
と
を
粧
験
せ
ぬ
で
あ
ら
う
、

εれ
が
山
川
崎
阻
〈
川
出
h
、
技
々
は
そ
れ
か
ら
利
註
を
求
め
や
う
(
ド
略
山
川
口
}

、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
町

』
と
。
立
は
こ
れ
に
射
し
て
容
へ
る
言
葉
を
知
り
ま
せ
ん
)
一

投
ム
ゲ
は
こ
〉
に
開
山
水
の
と
の
態
皮
は
や
一
川
て
又
個
人
の
強
皮
?
め
る
こ
と
令
忘
れ
て
は
な
品
向
。

間
内
の
市
め

る
市
民
は
彼
等
が
私
的
利
径
と
追
求
す
る
限
り
に
於
C
此
の
政
策
伝
・
拝
れ
十
、
政
府
の
行
動
な
拒
り
で
あ
ら
う
。

而
し
て
こ
れ
に
謝
し
て
フ
イ
ヒ
ア
は
同
様
に
「
答
ふ
べ
き
言
葉
を
知
ら
ぬ
」
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
り
、
こ
〉

刊

、

.

、

、

‘

.

、

、

、

、

‘

、

.

、

、

、

に
こ
の
政
策
の
ヲ
ト
ピ

l
的
性
格
が
暴
露
さ
れ
る
の
で
あ
る
c

故
に
こ
の
政
策
に
は
現
質
的
地
盤
が
な
い
と
評
き

こ
の
政
策
は
決
レ
て
彼
が
期
待
し
た
が
如
き
現
賓
の
政
府
の
常
事
者
が
常
事
者
た
る
資
格
に
於
て

鎗
ひ
う
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
綿
密
な
る
現
賓
の
分
析
よ
り
選
び
出
さ
れ
た
る
者
こ
そ
が
常
り
う
ろ
で
め
ら
う
。

二
政
策
の
理
論
的
妥
営
性
の
制
限
|
|
我
冷
は
こ
の
政
策
が
政
府
の
容
る
子
と
こ
ろ
と
な
り
、
叉
可
能
で
あ
っ

た
と
し
ゃ
う
。
そ
の
時
理
性
岡
家
は
貫
現
ず
る
で
あ
ら
う
か
?
我
b
は
ア
ィ
ピ
ア
の
分
業
論
に
於
て
之
宏
吟
味
す

ね
ば
な
ら
ぬ
、

る
で
あ
ら
う
。
彼
は
岡
家
が
分
業
を
そ
の
問
ぶ
均
衡
が
保
た
る
べ
〈
調
整
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
耐
し
て

現
貨
の
岡
家
に
於
け
る
商
人
及
び
工
業
家
に
就
て
云
ふ
。
若
し
彼
等
を
偶
然
に
委
せ
て
置
く
な
ら
ば
、
彼
等
は
す

べ
て
の
結
に
於
て
自
由
で
あ
り
、
規
律
も
な
け
れ
ば
保
誼
も
な
く

、
「
枇
舎
の
ふ
と
こ
ろ
に
於
け
る
宇
野
賢
人
」
で

め
る
。
彼
等
は
私
的
利
盆
を
求
め
、
掠
奪
1

i
尤
も
人
は
拙
奪
と
一
去
は
守
利
潤
と
云
ふ
け
れ
ど
も
ー
!
ー
を
働
〈
の

日付llenseeへの献癖よ b、nrSS. 39'" 393 (XX可n.-XXVIII)傍尉は向日。
之「封鎖商業圏家」がモ』アの「ユトーピア」、カムパネヲの「太陽園家」と共
にウトピーに敷へ上げられる所以でゐる。

9) 
10) 



目
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.

で
め
る
ど
。
却
ち
商
業
吐
舎
内
部
の
自
由
放
任
に
訴
し
て
彼
は
岡
山
家
の
統
制
を
要
求
す
る
。
。
忙
同
時
に
彼
の
分
業

論
は
次
の
特
徴
を
持
っ
て
ゐ
る
。
分
業
の
殺
生
は
岡
家
そ
れ
自
身
に
は
杢
然
非
本
質
的
・
偶
然
的
で
あ
っ
て
、
「
商

、

、

、

、

、

、

、

ウ

イ

ル

キ

ュ

l

ル

業
及
び
工
業
に
闘
す
る
規
定
・
規
則
は
、
車
に
利
盆
・
賢
明
の
事
柄
で
あ
り
、
そ
の
限
り
個
人
の
意
欲
で
あ
り
、

巌
密
な
る
法
の
封
象
で
は
な
い
。
」
却
ち
分
業
は
岡
家
・
法
の
成
立
以
前
に
暇
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
分
業
は
正

し
く
遅
世
的
な
自
然
後
生
的
分
業
で
あ
る
。
故
に
プ
イ
ヒ
テ
の
分
業
論
は
、
在
世
的
な
自
然
殺
生
的
分
業
の
承
認

の
上
「
い
立
っ
て
、
ぞ
れ
よ
り
生
中
べ
き
蝉
害
に
謝
し
て
之
を
統
制
を
加
へ
る
こ
と
佐
立
味
す
る
。
こ
の
と
と
は
火

の
こ
と
に
印
刷
糊
す
る
。
閣
内
貨
幣
一
川
肝
一
界
貨
幣
に
代
る
時
、
私
的
利
症
に
基
づ
く
自
然
殺
生
川
町
分
業
が
一
腹
承
認

サ
ミ
れ
与
限
ち
に
於
て
山
川
以
前
に
存
し
に
『
賀
川
の
差
具
は
刊
岐
に
存
絹
ず
る
。
ウ
ル
7
J
f

に
ヴ
の
明
山
一
品
す
る
し
こ

ろ
で
も
あ
る
。
若
し
財
産
の
不
平
等
が
存
錯
す
る
な
ら
ば
w

世
界
貨
幣
が
囲
内
貨
幣
に
よ
っ
て
代
へ
ら
れ
や
う
と

色
、
囲
内
に
強
者
と
弱
者
と
の
卦
立
が
生
じ
‘
園
民
の
踊
祉
は
彼
が
所
期
す
る
が
如
〈
に
賓
現
す
る
と
は
云
ひ
え

声、炉、。

'
J
B

・
L
W

フ
イ
ヒ
ア
は
現
・
貨
の
岡
家
に
於
け
る
矛
盾
の
根
源
を
世
界
貨
幣
に
求
め
た
、
だ
が
我
や
は
こ
〉
に
こ
の
交

換
の
媒
介
物
を
取
除
〈
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
は
珂
想
は
寅
現
さ
れ
え
ぬ
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
問
題

は
流
通
部
門
よ
り
夏
に
進
ん
で
世
界
貨
幣
を
交
換
の
媒
介
物
た
ら
し
め
る
生
産
部
門
に
潜
入
し
て
、
生
産
様
式
に

一
切
の
矛
盾
の
根
源
l
y

」
殺
見
す
る
こ
と
に
係
は
っ
て
ゐ
る
。
彼
は
「
交
換
の
無
政
府
肢
態
」
に
就
て
云
ふ
、
が
分
析

は
夏
に
進
ん
で
「
生
産
の
無
政
府
状
態
」
に
ま
で
遡
ら
ね
ば
、
具
瞳
的
な
貫
践
理
論
と
は
な
ら
な
い
。

我
々
は
上
に
ア
ィ
ヒ
テ
の
政
策
の
抽
象
住
を
論
じ
え
た
か
と
凪
ふ
。
が
我
ι
f

は
こ
の
抽
象
性
の
由
来
を
聞
は
ね

7
4
ヒ
テ
に
於
げ
る
嵐
氏
の
稲
祉

第
四
十
三
谷

凶

:ft. 

第
二
放

III S. 447 (56， 57) 
III 5S. 421. 42. (.8) I技術及ぴ轡業金なす排1l帥寵に於ては勢働手段・労働
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現今の統制理論も又多〈これを出でなL、。
111 S. 454 (42). 

I2) 

I3) 
14) 



フ
イ
ヒ
テ
に
於
げ
る
圃
民
の
踊
祉

第
四
十
=
一
巻

第

f虎

九

凶
問

ば
な
ら
ぬ
o
之
は
営
時
の
経
済
的
文
化
膿
系
の
殺
展
段
階
・
そ
れ
の
科
皐
的
研
究
の
未
熟
・
自
然
法
的
世
命
日
思
想
・
及

び
彼
の
唯
心
論
的
哲
撃
と
に
依
存
す
る
で
め
ら
う
。
資
本
主
義
的
生
産
が
未
だ
殺
展
せ
守
、
資
本
が
流
通
部
門
に

於
て
支
配
的
で
あ
っ
た
事
情
と
、
彼
が
英
閣
の
古
典
桓
持
率
の
市
民
枇
舎
の
機
構
の
分
析
を
獲
得
せ

y
hし
事
情

L
ル
ぽ
、
フ
イ
ヒ
テ
を
し
て
流
遁
部
門
に
現
買
の
矛
盾
の
・
従
っ
て
政
策
の
・
棋
士
略
的
契
機
ぞ
殺
見
せ
し
め
た
の
で
あ

る
c

本
書
が
「
商
業
闘
家
」
と
題
せ
ら
れ
、
岡
家
の
鰹
掛
組
織
を
意
味
す
る
の
レ
、
正
に
こ
の
事
情
に
よ
る
。
更
に

微
は
自
然
法
明
世
曾
思
想
の
影
響
の
一
下
に
、
引
M
A山
川
毅
出
席
の
環
論
併
}
榊
説
法
的
に
把
撞
せ
や
、
我
ゃ
に
刷
刻
し
て
具
惜

的
た
り
う
べ
き
古
代
間
家
成
立
以
前
の
枇
曾
に
就
て
考
へ
や
、
只
我
'
伊
に
割
目
的
'
と
な
れ
る
枇
舎
の
争
闘
航
態
か

ら
際
史
を
説
明
す
る
に
留
っ
た
結
果
、
彼
の
分
業
論
は
既
速
の
抽
象
性
を
纏
綿
す
る
に
至
っ
た
の
で
め
ら
う
。
「
園

家
の
自
然
的
境
界
」
も
叉
自
然
法
的
思
想
の
一
表
現
た
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
c

貫
謹
主
義
的
立
場
よ
り
之
を

否
定
す
る
は
、
自
然
法
的
思
想
の
意
義
を
深
〈
解
せ

F
る
に
よ
る
は
一
疋
ふ
ま
で
も
な
い
と
し
て
も
、
回
附
史
tf
媒
介

と
せ
ゴ
る
「
自
然
的
境
界
」
が
ぞ
れ
の
み
に
て
は
抽
象
的
で
あ
る
こ
と
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
c

こ
の
抽
象
性
は
、

今
日
ナ
チ
ス
の
こ
の
語
の
解
稗
に
於
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
ナ
チ
ス
の
理
論
家
は
ド
イ
ツ
の
「
自
然
的
境
界
」
と

は
、
同
闘
が
世
界
大
戦
前
に
有
し
た
す
ぺ
て
の
植
民
地
を
含
め
て
解
す
べ
き
だ
と
一
五
ふ
凶
之
蹴
越
の
如
〈
植
民
地

の
領
有
に
批
判
的
で
あ
る
フ
イ
ヒ
ア
の
異
意
を
曲
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
ア
イ
ヒ
テ
の
唯
心
論
哲
筆
、
恥
町

、
、
、
、
.
、

践
的
理
想
主
義
は
、
貫
践
的
で
は
あ
り
な
が
ら
、
賃
践
に
於
け
る
現
賞
的
契
機
郎
ち
被
の
「
非
我
」
の
猫
立
性
を
否

定
し
、
之
を
単
に
「
自
我
」
の
所
産
な

h
と
し
て
、
積
極
的
意
義
を
持
七
せ
な
か
っ

h
o
之
被
の
宜
践
理
論

ee現
宜

的
地
盤
を
敏
い
た
ク
ト
ピ

I
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

l
l我
々
は
こ
れ
よ
り
フ
イ
ヒ
テ
の
品
質
草
理
論
の
ク
ト
ピ

世昇貨幣に矛盾の樫振を努見したフイヒテは、それを強調する除bI二、貿易
の有すべき具骨量的民理主p認識せ手、只園家の封鎖によるアウタルキーに理想
を置いた。だが世界的・人類的立場に立って圃民(~)蹴祉を考へる限り、彼の
云ム「償値の精華骨平等」に基づ〈貿易の必要はヨりJl，鰻的に主張きれねばな
ιぬ。こ、 l手我々は上述のカントの商業理論と封!!引するの必要を痛感する。
Vgl. Vurlautige .Erklarung de;:> Titeb. 
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l
的
性
格
と
共
に
、

そ
れ
を
越
え
で
理
想
主
義
的
岡
家
改
造
へ
の
賓
践
的
意
闘
が
我
冷
に
卦
し
て
有
す
べ
き
意
義

と
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
ふ
。
我
今
は
フ
イ
ヒ
テ
の
躍
史
性
ぞ
理
解
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
古
典
経
持

率
に
於
て
見
ら
れ
る
資
本
主
義
世
舎
の
構
造
分
析
を
含
み
入
れ
ホ
し
て
は
、
賓
践
理
論
の
具
睡
佐
は
獲
得
せ
ら
れ

ぬ
こ
と
を
知
る
と
共
に
、

ド
イ
ヅ
唯
心
論
よ
り
も
貫
践
的
契
機
の
一
を
皐
ぴ
取
る
こ
と
が
出
来
る
と
信
や
る
も
の

で
あ
る
。
後
者
は
ヌ
イ
ヒ
ア
の
擾
革
理
論
の
他
の
一
面
た
る
、
彼
の
第
三
期
の
思
想
に
頴
著
と
な
れ
る
「
岡
氏
敬

よ
り
明
白
に
な
る
で
あ
ら
う
。
我
今
一
炉
昆
た
如
き
「
封

育
論
」
に
(
「

r
イ
ヴ
踊
氏
に
告
「
一
に
於
て
表
は
れ
た
る
)
を
知
る
時
、

に
於
げ
る
宣
投
四
日
論
の
抽
象
性
は
、
抽
象
性
の
故
に
多
様
な
る
解
轄
を
容
れ
る
こ
'
と
が
出
来
、

館
商
業
圏
家
」

在
の
積
ι
干
の
判
明
市
理
論
に
犬
々
利
用
さ
れ
る
。

日
刈
¥
ま
州
日
比

l
F

〆
間

1
5
と
こ
う
省
内
る
コ
こ
-

L

A
V
戸

』

川

川

d
t
J
L
4ノ
点
羽

r

t

j

t

J

j

Z
叩

r
f
i
/

ナ
J

H

つJ
4

J

見、ノ目ヒ、品目、ノ
T
J

W
F
U
F一
割
削

U
:劃
ヨ

ヒ
プ
仁
於
-
寸
紋
等
の
先
脱
者
を
見
出
さ
ん
と
試
み
る
が
如
く
で
あ
石
。
我
ム
ザ
ド
ァ
ィ
ヒ
テ
伝
歴
史
的
意

識
を
以
て
理
解
す
る
と
共
に
、
そ
の
珂
論
の
抽
象
性
を
批
判
的
に
認
識
す
る
こ
と
は
、
種
々
な
る
曲
解
よ
り
彼
を

守

h
、
又
現
代
に
於
け
る
貫
践
的
課
題
に
答
へ
る
た
め
に
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
一
五
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

F

「
，
 

〔
註
〕
「
封
鎖
商
業
同
家
L

に
謝
す
る
各
種
の
解
揮
を
一
括
し
で
一
双
し
、
筆
者
は
議
み
得
た
支
献
を
例
且
帯
す
れ
ば
突
の
如
く
で
あ
る
。
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四
フ
リ

l
r
p
ツ
ヒ
大
王
の
理
想
の
複
製
な
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と
す
る
も
の
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Drunner， Cit. up. SS. 42-46. ~ r~書 i庇環論uが深〈理性的でなげればならぬ
ー設左である。
フイヒテに従へば、投々が上に見「ご「財産権J?j:元よ b、内館色亦「自我」の
白由活動の所産に外ならなL、。
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